
 『親友アイドルの処◯を奪って NTRっぽいことしてみた』 

  

 【本編】 

 //バー 

アリス ……こくん。 

アリス わあっ、このカクテル、すっごい甘くておいしいですぅ～。 

アリス アリスお酒得意じゃないけど、これならどんどんいけちゃいますよぅ。 

アリス ふふっ、プロデューサーさんってぇ、ホントに素敵なお店知っているんですねぇ。 

アリス デキるオトナって感じでぇ、すっごいすっごい、尊敬しちゃいますぅ。 

アリス ……こくん。 

アリス ふふっ、アリスってお酒弱いからぁ、ちょっと酔ってきちゃったかもですぅ……。 

アリス ……あれ、どうしたんですかぁ、プロデューサーさぁん。 

アリス そんな見つめられたらぁ……ドキドキしちゃいますよぅ。 

アリス …………。 

アリス ……えっ？ 

アリス 近々ユニットをプロデュースする……ですか？ 

アリス それで……メンバーを誰にするか考えてるとこ……って。 

アリス …………。 

アリス すっ……ごぉく、ステキなお話ですねっ！ 

アリス アリスぅ、そのユニットのメンバーになりたいなぁ！ 

アリス そのためだったらアリス、なんだって頑張っちゃいますからぁ！ 

アリス だからお願いですよぅ、プロデューサーさぁん。 

アリス …………。 

アリス ……はい？ 

アリス ユニットのメンバーになるために必要なこと、ですか？ 

アリス う、うーん……そうですねぇ。 

アリス やっぱり……まずは歌のうまさですよねぇ。 

アリス あとは見た目とかダンスが上手とかぁ……それからそれから、ええっとぉ……。 

アリス ……全部違う？ 

アリス それじゃあ……何ですか？ 

アリス ……えっ？ 

アリス ま、枕……？ 

アリス …………。 

アリス あのぉ……えっとぉ……。 

アリス そ、そうですよねぇ、睡眠不足はお肌の大敵ですしぃ。 

アリス よく眠るためにはぁ、必要不可欠でぇ……。 

アリス ……なぁんて、違いますよねぇ。 

アリス あはは……プロデューサーさん、もしかしなくても酔ってますかぁ？ 

アリス …………。 

アリス え、ええっとぉ……。 

 ≪※間（３秒くらい）≫ 

 ≪※大衆居酒屋の騒音≫ 

 ≪※間（３秒くらい）≫ 

 //居酒屋 

亜理珠 ごくっ……んっ……んっ……んんっ……。 

亜理珠 ぷっはーーーーーーっ！ 

亜理珠 ……ふう。 



亜理珠 ……てことが、昨日の夜にあったわけよ。 

亜理珠 あの Pさ、アイドルつまみ食いしてるとは聞いてたけど、まっさか本当だったとはねー。 

亜理珠 飲んでる間、ずーっとあたしの胸とか股間とか、ねちっこい目で見てきてさぁ！ 

亜理珠 あれもう視姦よ視姦、しーかーんっ！  

亜理珠 ああもうっ、思い出したらまた、イライラゾワゾワしてきたわ！ 

亜理珠 店員のあんちゃん！ 生おかわりっ！ また大ジョッキでねっ！ 

亜理珠 はあ……てかあんた、ちゃんと飲んでる？ ちゃんと聞いてる？ 

亜理珠 せっかくあたしから飲みに誘ってあげたんだから、もっと楽しそうにしなさいよね。 

亜理珠 ……え？ その後どうしたって？ 

亜理珠 ふっふっふっ……なぁによ、気になる？ このムッツリスケベ。 

亜理珠 あんたってさ、昔からそういうとこ変わんないわよねぇ。 

亜理珠 ……ま、残念だけど、あんたが期待するようなことは何もなかったわ。 

亜理珠 Pが家族サービスあるからってんで、解散。 

亜理珠 てか、真性のクズよね。 妻子持ちのくせに、アイドルつまみ食いって。 

亜理珠 しかもあたしに枕の話しといて、その後すぐ子供の前でパパ面すんのよ？ うっわ、最悪

……。 

亜理珠 ……は？ そんな奴の誘い、断ってよかったねって？ 

亜理珠 断ったなんて、ひと言も言ってないけど？ 

亜理珠 昨日は都合が悪いから、別日にしたってだけ。 

亜理珠 ……ちょっと、なにを驚いてるのよ。 

亜理珠 もちろん抱かれてやるつもりよ、当たり前じゃない。 

亜理珠 ごくっ……んっ……んっ……んんっ……。 

亜理珠 ……ふう。 

亜理珠 だってさ、それでユニットメンバーになれるのよ？  

亜理珠 あの Pはクズだけど、メディアにコネがあるからプロモーションしまくってくれる。 

亜理珠 たくさんの人にファンになってもらう、またとないチャンスでしょ。 

亜理珠 ……だからって、そこまでする必要あるのかって？ 

亜理珠 どうせ、他のアイドルだってやってることよ。 

亜理珠 知ってるでしょ？ あたし、中途半端はイヤなの。 

亜理珠 確かにアイドルやってみようって思ったきっかけは、大したことじゃなかったけど。 

亜理珠 ズルズルと売れないアイドル続けるなんて、絶対にイヤ。 

亜理珠 だからこのチャンス、逃すつもりはないわ。 

亜理珠 ……は？ アイドルになろうって思ったきっかけは何かって？ 

亜理珠 それは……秘密よ。 

亜理珠 てか、今はどうでもいいでしょ！ 

亜理珠 女の子のこと、いちいち詮索すんな！ このムラムラムッツリスケベ！ 

亜理珠 とにかく、そういうことだから。 

亜理珠 ……え？ 

亜理珠 どうしてあんたに、そんな話をするのかって？ 

亜理珠 …………。 

亜理珠 それは……ね。 

亜理珠 協力してほしいことがあるからよ。 

亜理珠 ごくっ……。 

亜理珠 ……ふう。 

亜理珠 じゃあ、単刀直入に言うわよ。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 あたしと、エッチして。 



亜理珠 …………。 

亜理珠 ………………。 

亜理珠 ……まあ、そういう反応になるわよね。 

亜理珠 説明するから、とりあえず落ち着いて。 

亜理珠 えっとね……その……。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ごくっ……んっ……んっ……んんっ……。 

亜理珠 ……はあ……はあ……。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ……なの。 

亜理珠 だから……じょ、なの。 

亜理珠 ………っ！ 

亜理珠 ああ、もうっ！ 

亜理珠 処女よ処女よ、しょーじょっ！ 

亜理珠 したことないのよ、セックスを！ 

亜理珠 そんな状態で抱かれたら、逆に Pの心象を悪くするかもしれないでしょ！ 

亜理珠 処女って色々面倒だって、ネットにも書いてあったし……。 

亜理珠 だから Pに抱かれる前に、ロストバージンしておかないといけないの！ 

亜理珠 ……もう一度言うわ。 

亜理珠 あたしと、エッチして。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ……ちょっと、黙んないでよ。 

亜理珠 あたしだって、とんでもないこと言ってる自覚くらいあるんだから。 

亜理珠 でも、言ってることは本気。 

亜理珠 ……え？ どうして、あんたなのかって？ 

亜理珠 …………。 

亜理珠 あ……もしかして……。 

亜理珠 女の子はみんな、初エッチは本当に好きな男の子としたいもの……。 

亜理珠 だからその相手に選ばれたってことは、あんたを好きなんじゃないかって、そう思ってる

？ 

亜理珠 ……ばーか、女の子に夢を見過ぎだっての、この童貞男。 

亜理珠 逆よ、ぎゃーくっ。 

亜理珠 あんたが相手なら、犬に噛まれたと思って諦められるってだけ。 

亜理珠 オモチャやキュウリで貫通させるより、いくらかマシってとこかしらね。 

亜理珠 妄想乙でした、ふふっ。 

亜理珠 でもまあ、あんたを選んだ理由が他にないわけでもないけど。 

亜理珠 だってあんた、あたしのファンでしょ？ 

亜理珠 ……なに動揺してんのよ、気づいてないとでも思ってた？ 

亜理珠 あたしが出演したライブ、変装して見に来てたのも知ってるわ。 

亜理珠 どうせあたしのネット動画とか、オカズにしてるんでしょ？ 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ……今のは冗談だったんだけど、マジだったか。 

亜理珠 こほん……だけどそれなら、まったく問題ないわね。 

亜理珠 お互い、相手にとって不足なしってことで。 

亜理珠 ごくっ……。 

亜理珠 ……ふう。 

亜理珠 じゃあ……行きましょうか。 



 ≪※店を出る音≫ 

 ≪※間（3秒くらい）≫ 

 //ラブホテル、ロビー 

亜理珠 じゃあ、どの部屋にする？ 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ちょっと、聞いてるの？ 

亜理珠 ……って、なんかビビってない？ 

亜理珠 はあ……この期におよんで、とんだ意気地なしチキンね。 

 ≪※ボタンを押す音≫ 

亜理珠 モタモタしてるから、あたしが選んだわ。 

亜理珠 さあ、行くわよ。 

 ≪※間（3秒くらい）≫ 

 ≪※ドアを開閉する音≫ 

 //ラブホテル、室内 

亜理珠 …………。 

亜理珠 これが……ラブホの室内。 

亜理珠 ……なによ、初めてに決まってるでしょ。 

亜理珠 てか、あんただってそうでしょ、童貞なんだから。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 えと……それじゃ、さっさと済ませましょうか。 

亜理珠 ……なによ、もしかして遠慮してんの？ 

亜理珠 あのねぇ……これはあたしのほうから言い出したことよ？ 

亜理珠 だからあんたは、遠慮なんてすることないんだって。 

亜理珠 まったく……こんなんでちゃんと相手できるのか不安になってきたわ。 

亜理珠 どうしたもんかしら……。 

亜理珠 あっ！ ふふっ……じゃあさ、こうしよっか。 

亜理珠 エッチの間、アイドルのアリスを演じてあげる。 

亜理珠 オカズにしちゃうくらい好きなアイドルと、あんたはエッチをするの。 

亜理珠 どう？ 興奮するシチュじゃない？ これならあんたもやる気出るでしょ。 

亜理珠 あたしもアイドルのアリスがエッチするんだって思えば、多少気が楽だし。 

亜理珠 よし、決まりね。 それじゃ、シャワー浴びてくるわ。 

亜理珠 出てきたら、あたしはもうアイドルのアリスになってるから……。 

 ≪※間（3秒くらい）≫ 

アリス …………。 

アリス ……ふふっ、お待たせ。 

アリス シャワー、すっごく気持ち良かったよ。 

アリス ほら、アリスの髪……いい匂いするでしょ？ 

アリス …………。 

アリス ふふっ……そんなに緊張しちゃ、だーめ。 

アリス これからアリスと……えっちするんでしょ？ 

アリス …………。 

アリス ……えっと、ね？ 

アリス さっそくキス……してほしいな。 

アリス ……ダメ？ 

 ≪※抱き寄せる音≫ 

アリス きゃっ……!? 

亜理珠 （…………） 



亜理珠 （すっごい興奮してる……効果はバツグンのようね） 

亜理珠 （よし……このままアイドルのアリスを演じきってやるわ） 

亜理珠 （そして、ロストバージンするの……！） 

亜理珠 （あたしならできる！ プロだし！ 売れてないけど……） 

アリス ……ふふっ。 

アリス もう……そんなに激しくされたら、びっくりしちゃうよ。 

アリス 優しくお願い……ね？ 

アリス あ……んっ……。 

アリス ん……ちゅっ……ちゅっ……はむ……んっ……ちゅっ……。 

アリス あ……は……入ってきた……舌……ん……んんっ。 

アリス んんっ……ちゅっ……はむ……んっ……ちゅっぱ……。 

アリス 唾液で糸引いてる……んっ……ちゅっ。 

アリス ちゅ……先っぽ……くすぐったいよぅ……んん……。 

アリス えっちな音しちゃって……ちゅっ……ちゅぱっ……そこ……気持ちい……んっ。 

アリス ちゅっ……ちゅぱっ……ん……ちゅっ……ちゅっ……はむ……んっ……ちゅっ……。 

アリス ……ぷはっ……はあ……はあ……はあ……。 

アリス はあ……はあ……。 

アリス はあ……はああぁ……。 

アリス ……キス、すっごく上手だね。 

アリス アリス、とろんってなっちゃった……。 

アリス …………。 

アリス ねえ……向こうのベッド、座らない？ 

 ≪※ベッドに座る音≫ 

アリス じゃあ……今度はアリスがいいことしてあげるね。 

アリス ……なんだと思う？ 

アリス ちっ……ちっ……ちっ……ちっ……。 

アリス ぶーっ、時間切れ～。 

アリス 正解は……はむっ。 

アリス はあ……あむっ……ちゅぱ……。 

アリス ちゅっ……ちゅぱ……ちゅぱ……ちゅる……。 

アリス ちゅっ……ちゅぱ……ちゅぱ……ちゅる……。 

アリス んっ……反対側も……。 

アリス んっ……ちゅぱ……。 

アリス ちゅっ……ちゅぱ……ちゅぱ……ちゅる……。 

アリス ちゅっ……ちゅぱ……ちゅぱ……ちゅる……。 

アリス んっ……ふう……。 

アリス ……びっくりした？ 

アリス でも……気持ちよかったでしょ？ 

アリス ふふっ……すっごくイケないことしちゃった気分……。 

アリス ん……っ！ 

アリス んんっ……ちゅっ……はむ……んっ……ちゅっぱ……ちゅぱ……ちゅっ……んっ……んんっ……。 

アリス や……ち、ちょっと……んんっ。 

アリス あ……はむっ……んっ、んっ、んっ……ちゅっちゅっちゅっ……んんっ……ちゅぱちゅぱちゅぱっ

……。 

アリス い、いやぁ……舌……くすぐった……ひゃうっ……あ……んっ……。 

アリス あ……はむっ……んっ、んっ……。 

アリス チュルチュル吸って……やだぁ……あむっ……。 



アリス あ……はむっ……んっ、んっ、んっ……ちゅっちゅっちゅっ……んんっ……ちゅぱちゅぱちゅぱっ

……。 

アリス ん……力……はいらな……んんっ。 

アリス あ……はむっ……んっ、んっ、んっ……ちゅっちゅっちゅっ……んんっ……ちゅぱちゅぱちゅぱっ

……。 

アリス …………。 

アリス もう……興奮し過ぎだよ？ 

アリス でも……ちょっとうれしかったかも。 

アリス …………。 

アリス ……ねえ、脱がせて？ 

 ≪※服が脱げる音≫ 

アリス …………。 

アリス ……全部、見せちゃった。 

アリス 感想とか……言ってほしいな。 

亜理珠 ……え？ 

亜理珠 そ、そう……ありがと。 

アリス あ……う、ううん、なんでもないよぉ？ 

アリス それより、ほら……。 

アリス アリスのおっぱい……触ってみて？ 

アリス ……あっ。 

アリス あっ……んっ……あんっ……んんっ……くぅっ……ん。 

アリス ち……ちょっと……つよ……強い……くう……んっ……！ 

アリス く……くすぐった……きゃう……っ。 

アリス はぅっ……！そ、そこ、摘まない……で……っ……はぁんっ。 

アリス あっ、あっ、あっ、あっ、んんっ……んっ……あんっ……あっ、あっ、あああっ……。 

アリス はあ……はあ……はあ……はあ……。 

アリス くう……んっ……手の平で……むにゅむにゅって……こね回さないで……んっ。 

アリス い……いや……いやぁ……乳首……勃ってきて……あんっ。 

アリス むにむに……されて……んっ……あんっ……ひゃうっ。 

アリス し……搾ると……はひっ……っくぅ……こっ、声……出ちゃ……ああっ！ 

アリス むにゅって……形……変わ……あうっ……ああっ……いや……恥ずかし……あ……あんっ。 

アリス あっ……んっ……つ、強い……搾りすぎ……んんっ。 

アリス さ……先っぽ……感じやすくなってきて……んんっ。 

アリス ああ……んっ……気持ちい……あうっ……ああっ……。 

アリス あ、あっ、あん……っ！ 

アリス はあ……はあ……はあ……はあ……。 

アリス はあ……はあ……はあ……。 

アリス …………。 

アリス ……えっち。 

アリス おっぱい、そんなに好きなの？ 

アリス もう……なんか悔しかったからぁ、アリスだって反撃しちゃうよぉ。 

アリス せーのっ、えいっ！ 

 ≪※パンツを脱がす音≫ 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ……は？ 

亜理珠 な……なにこれ……でか……。 

亜理珠 ……あっ。 



アリス う、ううん、なんでもなぁい、なんでもなぁい。 

亜理珠 （な……なんでもないこと、ないっての！） 

亜理珠 （なんであんた、こんなにおっきいのよ！） 

亜理珠 （予習で観たアダルト動画の男優ですら、足元にも及ばないじゃない！） 

亜理珠 （…………） 

亜理珠 （……こ、これが入るの？ あたしの……お……おまんこ……） 

亜理珠 （だ……ダメよ！ ここでビビってちゃ！） 

亜理珠 （そう……そうよ、そう！ こいつのペニスが、男子の標準サイズなのよ！） 

亜理珠 （あの男優のが短小だっただけ！ だから大丈夫……怖くない） 

アリス ……えっとぉ、ごめんね。 

アリス それじゃ……んっ……あむっ。 

アリス じゅる……じゅる、じゅるじゅる……。 

アリス ん……んっ……ちゅぱ……ちゅぱ……ちゅっ……ちゅぱ……んんっ……。 

アリス んっ……びくんびくんって……んっ……。 

アリス エッチな味……してきた……はむ……んっ。 

アリス んっ……んんっ……ちゅっ……ちゅぱ……ちゅぱっ……ちゅぱっ……ちゅぱっ……。 

アリス ん……んっ……ちゅぱ……ちゅぱ……ちゅっ……ちゅぱ……んんっ……。 

アリス んっ……んんっ……ちゅっ……ちゅぱ……ちゅぱっ……ちゅぱっ……ちゅぱっ……。 

アリス んんっ……ちゅぱちゅぱっ……ちゅぱちゅぱっ……ちゅぱっ……ちゅぱちゅぱっ……。 

アリス ん……！んんっ……！ 

 ≪※射精音≫ 

アリス ん……んぐ……んんっ……んんっ……。 

アリス ……ぷはっ。 

アリス …………。 

アリス ……ふふっ、気持ちよかったの？ 

アリス いっぱい飲んじゃった。 

アリス 精子って、こんな味なんだね……。 

アリス ちゅるっ……。 

アリス ……すっごくえっちな味。 

 ≪※ベッドに押し倒す音≫ 

アリス あ……。 

 ≪※水音≫ 

アリス ああっ……はぁんっ……！ 

アリス ひゃうっ！あっ……あああっ……あっ……！ 

アリス あ……アリスのオマンコ……オマンコ舐められてるぅ……。 

アリス そ、そこ……そこ……くうっ！ 

アリス ああ……んんっ……き、気持ち……いい……っ……きゃう……っ！ 

 ≪※水音≫ 

アリス ひゃうっ……そんなに広げちゃ……お……奥……奥まで……見えちゃうよぅ……っ。 

アリス やだ……溢れてる……蜜が溢れちゃってるぅ……。 

 ≪※水音≫ 

アリス あ……舌が……オマンコの入り口に入って……ひゃうっ！ 

アリス ああ……ふぁっ……そんなにペロペロされたら……は……恥ずかし……ひゃうっ！ 

アリス そんなに舐められたら……んっ……またえっちな蜜……溢れちゃう……っ！ 

アリス ああっ……あ……アリスのえっちな蜜……な、舐めとっちゃやだぁ……っ！  

アリス あ……い、今……クリ……クリトリス舐め……あ……あう……っ！ 

アリス クリ……クリトリス……やだ、きもちい……ああっ……！ 



アリス 舌……うねうねして……気持ちい……ああっ、ああああっ！ 

アリス じゅるじゅるって……音……して……やだ……やだよぅ……ああ……ん……っ！ 

 ≪※水音≫ 

アリス んん……はああ……んっ！ 

アリス し……舌の先……ちろちろ当たって……ああああああっ！ 

アリス やだ……クリ……クリ…‥‥ぷっくり膨らんじゃって……いや……いやぁ。 

アリス んっく……くぅ……お……オマンコの中も………ヒクヒクして……るぅ……。 

アリス や……いや……これ……やらし……やらしすぎ……はああ……んんっ。 

アリス んっ……感じてきて……ビクってなって……あああっ！ 

アリス あ……ぴ、ぴちゃって……な……なか……アリスの蜜……あふれてるぅ……んっ。 

アリス いや……いやいやいやっ……こぼれて……だめっ……出ちゃう……あふれちゃうぅ……！ 

アリス あっ……あああっ……はあぁ……んっ……刺激……強すぎ……ふぁ……あああああ……っ！ 

アリス いや……来ちゃうぅっ……アリス、潮噴いちゃうかもぉ……っ。 

アリス あぁん……だ……だめぇ……く……クリ……クリトリス……いじめちゃいや……ああ……っ！ 

アリス ビクッてなっちゃう……なっちゃう……なっちゃうからぁ……はああああ……んん……っ！ 

アリス く……はうっ……おかしくなっちゃぅう……頭……真っ白に……ああっ……あああああっ！ 

アリス ち……力が……抜けて……ああっ……あっ、あっ、ああああっ！ 

アリス が、がくがく……がくがく、するよぅ……も……もっと……もっとしてぇ……あああっ！ 

アリス はぁっ！あっ、あっ、あっ、あっ、あっ……ああっ、あんっ、あんっ、ああああっ……！ 

 ≪※激しい水音≫ 

アリス あぁんっ！あうっ……ああ……っ！ああっ……ああっ……ああっ……あああ……っ！ 

アリス だ、ダメ……！い、イクっ、イクイクイクイク、イッちゃうううっ！ 

アリス ああっ、ああああっ、あっ……あああああああああああああっ！ 

 ≪※絶頂音≫ 

アリス はあ……はあ……はあ……はあ……。 

アリス はあ……はあ……はあ……。 

アリス こ……こーら、激しすぎだよ。 めっ、なんだからね……。 

アリス こんなにされたら……アリス恥ずかしいしぃ……。 

アリス …………。 

アリス そろそろ……挿れたい……の？ 

アリス …………。 

アリス うん……そう……だね。 

アリス ……いいよ。 

アリス 初めてだから……優しくして……ね？ 

 ≪※水音×複数≫ 

アリス あっ……んんっ……。 

 ≪※水音≫ 

アリス はあ……んっ。 

アリス ゆ、ゆっくり……慌てちゃダメ……。 

アリス そう……そのまま……。 

 ≪※挿入音≫ 

アリス あ……あうっ！？ 

アリス あっ……あっ……ああああああああ……っ！ 

アリス いっ……たっ！いたっ……痛い……！ 

アリス 待って、待って待って待って……！す、少し……止ま……って……！くぅ……っ！ 

アリス はあ……はあ……はあ……はあ……はあぁ……。 

アリス はあ……はあ……。 



アリス …………。 

亜理珠 （か、覚悟してたつもりけど……想像以上に痛いじゃないのっ……！） 

亜理珠 （針でチクッとするくらいってネットにあったけど……剣山よ、剣山っ！） 

亜理珠 （だけど……これは誰しもが通る道……頑張れ、あたし！） 

亜理珠 （よし……それじゃまた、アイドルスイッチ……） 

アリス ……えっと、ごめんね。 

アリス やっぱり初めては少し痛くて……えへへ。 

アリス もう大丈夫だから……つづき、しよ？ 

アリス ね……ほら、挿れて……。 

 ≪※水音≫ 

アリス ……あうっ！？ 

 ≪※挿入音≫ 

アリス あっ……あああっ！ 

アリス くぅっ、いっ……た……いたっ……！ 

アリス だ、大丈夫、大丈夫……だよぅ……。 

アリス やめ、ない……でっ……ゆっくり、ゆっくり……で……。 

 ≪※グチュグチュ音≫ 

アリス あっ！ああああっ！ 

アリス くぅっ……ひぃんっ……！はあ、はあ、はあ、はあ……っ！ 

アリス あぁんっ！あっ、あっ、あっ、あっ、ああああっ……っ！あうっ……あ、あっ、あああ……っ

！ああっ……ああっ……あああああっ！  

亜理珠 な、なに、なんなの、これ……あああ……っ！ 

亜理珠 す……すご……お、奥……当たって……あぁっ！あっ、あっ、あっ、あっ、くぅっ……あ、あっ、

ああああっ！  

亜理珠 や、やだ……だんだん、気持ち、よくなって……っ！ 

亜理珠 はっ……だ、ダメ……アリス……アリスにならな……あ、あああっ！ 

亜理珠 くぅっ……ああ……んっ……ひぅあんっ！はあ、はあ、はあ、はあ……ああああっ！ 

亜理珠 む……無理、無理無理無理っ！ そんな余裕な……ふぁっ……あ……あぁぁ……っ！ 

亜理珠 う……動いて……動いてよっ……あたしのオマンコの中で……動きまくってぇ！ 

亜理珠 あっ……オマンコ……オマンコのヒダヒダ……めくれ……めくれて……！ 

亜理珠 ああっ……い……一番奥……オチンチンの先っぽ……どんって……くぅ！ 

亜理珠 ぐりぐり……ぐりぐりってっ……奥……かき回して……んあぁ……ふああぁっ！ 

亜理珠 し……子宮……子宮まで届いてる……届いてるってばああああっ！ 

 ≪※激しいグチュグチュ音≫ 

亜理珠 ああっ……びちゃびちゃって……音……やらし……やらしいぃ……！ 

亜理珠 や、やだ……オマンコ……糸引いて……いや……見ないで見ないで見ないでってばぁ……！ 

亜理珠 はあ……はあ……は……激しすぎ……声……出ちゃうぅ……我慢できな……ああっ！ 

亜理珠 いやぁ……またおっきく……ガチガチのオチンチンが……ピストンしてきて……くうっ！ 

亜理珠 き……亀頭……亀頭が……ち……膣の奥……ノックしまくってくるよううううぅ……！ 

 ≪※激しいグチュグチュ音≫ 

亜理珠 お……おかしくなりそ……あっ……あっ……ああああっ、ああああ……っ！ 

亜理珠 き……気持ちいい、気持ちいいのぉ！オチンチンすっごく気持ちいいのおおおおおっ！ 

亜理珠 もっと……もっともっと激しく……あ……いいっ……すごいいいいっ……ああああああんっ！！ 

亜理珠 はあ……んっ…‥‥突いて……突いてよぉ……どんどん突きまくってよぉ……っ！ 

亜理珠 カチカチオチンチンで、ぬるぬるオマンコ、ズボズボして……グチュグチュかき回して……っ

！ 

 ≪※激しいグチュグチュ音≫ 



亜理珠 こ……壊れちゃう……オマンコ壊れちゃうからああああ……っ！ 

亜理珠 ああ……ああああああ……イク、イクかも……イっちゃうかも……イっちゃうかもぉ……！ 

亜理珠 く……くる……くるくるくるくるくる……くるからああああっ！ 

亜理珠 イッ、イかせて……！オマンコ……イ……イッちゃうのおぉっ！イっちゃう！イっちゃうぅぅ

っ！！ 

亜理珠 はあ……んっ……だ……ダメ……中はダメ……っ！外に……外に外にいいいぃっ！ 

亜理珠 あっ、あうっ……あっ、ああああっ……っ！あ、あっ、あああ……っ！ああっ……ああっ……ああ

あああっ！ 

亜理珠 あっ、あっ、ああ……っ、はぁああぁああ……ああああああああっ！！！ 

 ≪※射精音≫ 

亜理珠 はぁ……はぁ……。 

亜理珠 はぁ……いっぱい、出してくれたわね。 

亜理珠 はぁ……はぁ……はぁ……。 

亜理珠 はぁ……あったかいのが……お腹にかかってるし……はぁ……はぁ。 

亜理珠 はぁ……はぁ……。 

亜理珠 …………。 

 ≪※間（3秒くらい）≫ 

亜理珠 …………。 

亜理珠 えっと……なんかごめんね。 

亜理珠 アリスを演じてあげるって言ったのに、途中からグダグダになっちゃって。 

亜理珠 でも、あんたも悪いのよ。 

亜理珠 あんたのオチンチンが、おっきくて気持ち良すぎるから……。 

亜理珠 な……なんでもないわよ。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 とにかく、今日はありがとう。 

亜理珠 あんたのおかげで、無事にロストバージンできた。 

亜理珠 これなら、Pの印象を悪くしなくて済みそう。 

亜理珠 あたしさ、絶対にユニットメンバーになってみせるから。 

亜理珠 …………。 

  

 【エピローグ】 

 //後日 

 //居酒屋 

 ≪※大衆居酒屋の騒音≫ 

 ≪※間（3秒くらい）≫ 

アリス ……ええっとぉ。 

アリス それじゃあ、発表しちゃいまーす。 

アリス アイドルアリスはぁ、一身上の都合で引退を決めましたぁ！ 

アリス 今まで応援してくれて、ほんとにほんっとーに、ありがとうございましたぁ！ 

アリス …………。 

亜理珠 ごくっ……んっ……んっ……んんっ……。 

亜理珠 ぷっはーーーーーーっ！ 

亜理珠 ……ふう。 

亜理珠 で、何か質問は？ 

亜理珠 ありすぎて困るって顔ね、そりゃそうか。 

亜理珠 今はこうしてふたりきりなわけだし、ゆっくり聞いてくれていいわよ。 

亜理珠 ……あの後、Pには抱かれたのか、ねぇ。 



亜理珠 やっぱそれ、気になるか。 

亜理珠 ……ええ、抱かれたわよ。 

亜理珠 そのためにあんな痛い思いしてロストバージンしたんだから、当然でしょ。 

亜理珠 ……ちょっとそこ、思い出して顔赤くすんな。 

亜理珠 とにかく、おかげさまでそっちは万事うまくいったわ。 

亜理珠 ユニットメンバーにも、めでたく内定。 

亜理珠 あの日の宣言通り、見事チャンスをものにしたってわけ。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 あー、言わなくてもいい、わかるわかる。 

亜理珠 なのにどうしてこいつ、引退なんかしてんだよって思ってんでしょ？ 

亜理珠 ……誓約のせいよ。 

亜理珠 ユニットメンバーはね、所属事務所の誓約書にサインをさせられるの。 

亜理珠 ここのところアイドル絡みのスキャンダルが続いてるから、内容がすっごく厳しくてさ。 

亜理珠 で、その文面の中に、バッチリ明記してあったの。 

亜理珠 男女交際は一切禁止……ってね。 

亜理珠 だからサインせずに、サヨナラしてきちゃった。 

亜理珠 それで、そのまま引退することにしたってわけ。 

亜理珠 ……なに？ 

亜理珠 メンバーになれるなら、交際を禁じられるくらいよかったんじゃないかって？ 

亜理珠 ……はあ。 

亜理珠 てか、あんたがそれ言うんか。 

亜理珠 あんたにも責任あるんだからね。 

亜理珠 ごくっ……。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ……だって、そんな契約しちゃったら。 

亜理珠 あんたとまた、エッチできないでしょ……。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 あのね……さっき言ったとおり、Pには抱かれたわけなんだけど。 

亜理珠 なんていうか……すっごく物足りなかったの。 

亜理珠 多少感じはするんだけど、全然満足できないっていうか。 

亜理珠 ……それで、気づいちゃったの。 

亜理珠 あんたのが、一番なんだって。 

亜理珠 初めてであんなの体験したら、他のなんてもう絶対無理。 

亜理珠 ホント、なんてことしてくれたのよ。 

亜理珠 アイドルとして、たくさんのファンを獲得できるチャンスだったのに。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 ……ぷっ、あははははっ。 

亜理珠 冗談よ、冗談。 そんなガチで落ち込まないでって。 

亜理珠 全部、自分で決めたこと。 

亜理珠 Pの枕の一件で、あの業界面倒だなって思ったのも事実だしね。 

亜理珠 あ、そうそう、あの日のバーでの録音データ、あいつの自宅に送りつけてやったわ。 

亜理珠 いざっていうときのために、こっそり音声を残すことにしていたから。 

亜理珠 きっと今頃、修羅場でしょうね。 いい気味よ。 

亜理珠 ……そんなことしちゃって、大丈夫かって？ 

亜理珠 大丈夫よ、もう業界に未練なんてないから。 

亜理珠 もともとアイドルやってみようかなって思ったきっかけも、大したことないし。 

亜理珠 ……え？ だからそのきっかけは何なのかって？ 



亜理珠 また聞くんだ、それ。 

亜理珠 ……そんなに知りたいの？  

亜理珠 …………。 

亜理珠 ……あんたにカラオケで、歌声褒められたから。 

亜理珠 な、なによ、悪い!?  別にいいでしょ！ 

亜理珠 だって、すっごく嬉しかったんだから……。 

亜理珠 …………。 

亜理珠 まあ……だからね。 

亜理珠 アイドルとして、たくさんのファンに囲まれなくっても……。 

亜理珠 あんたひとりがあたしのファンでいてくれるなら、それで充分かなって。 

亜理珠 だってあんた、あたしのこと大好きだもんね？ 

亜理珠 相変わらずあたしのネット動画とか、オカズにしてるんでしょ？ 

亜理珠 …………。 

亜理珠 その顔、マジだったか……。 

亜理珠 でもそれなら、まったく問題ないわね。 

亜理珠 こほん……。 

亜理珠 えっと……ということで。 

亜理珠 このあとホテルで、ファンミーティングしない……？ 

 //終わり 


